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国際日本文化研究センター

•文部科学省 所管
元・国立の研究機関（大学共同利用機関）

•教授・准教授
博士課程以上の大学院生
研究員

•海外の日本研究を支援する
（外国人研究員・留学生）
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蔵書構成（出版年別）

出版年代 和図書 洋図書 計

1500年以前 18 2 20

1501 – 1600 26 117 143

1601 – 1614 3 41 44

1615 – 1700 1621 354 1975

1701 – 1800 3820 1442 5262

1801 – 1853 2062 1576 3638

1854 - 1900 6277 4024 10301

1901 – 2000 282416 67052 349468

2001 - 102217 22334 124551

398460 96942 495402
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貴重書の取り扱いのための規則

•「貴重図書 取扱要領」

•「貴重図書 指定要領」

•「貴重図書 指定基準」
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貴重図書取扱要領

•第2条
「貴重図書の指定は情報管理施設長が行う」

•第3条
「（１）貴重書庫に配置」
「（２）防火、防虫、防湿等に必要な措置」
「（３）損傷した図書は補修などの措置」

•第5条
「利用のため、複製物を作成する」
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貴重図書指定要領

•第2条
「指定基準に合致すると認められるもの」

•第3条
「貴重書指定委員会が調査」

•第4条
「情報管理施設長が貴重図書を指定する」
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貴重図書指定基準

◆日本語図書
•1614年以前のもの
•1615年以降のもので、資料的・芸術的
価値が高いもの

◆外国語図書
•1853年以前のもの
•1854年以降のもので、資料的・芸術的
価値が高いもの
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日文研図書館の“古典籍資料”

◆「貴重図書」
貴重図書の基準により、指定されたもの。

◆「古典籍」
装丁が和装本（江戸時代以前）のかたちを
したもので、年代が古い。

◆「古洋書」「古和書」
年代が古く、破損したもの／破損しそうな
もので、取り扱いに注意を要する。
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ヴェサリウス
『De humani corporis fabrica』
（人体構造図）
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シーボルト『Nippon』
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外観写真



古典籍を保存する環境
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温度湿度管理

◆専用エアコン ／ 一般エアコン（温度のみ）
業務用除湿機 ／ 家庭用除湿機

◆365日24時間 ／ 必要な時だけ
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温度湿度管理
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◆毎日、温度・湿度を記録

• 記録を残す

• 変化にすぐに対応する

• 定期的に見回る



貴重書室２
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※専用エアコン常時稼働



貴重書室２
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貴重書室２

•貴重書（和）
•貴重書（洋）
•絵巻物・錦絵・春画等
•古写真
•ガラス乾板
•絵葉書

※ 丁寧な温度湿度管理が必要なもの
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古典籍室／地図室

◆古典籍室…通常の古典籍資料

•1615年以降の和装本

•業務用除湿機（夏季のみ）

•エアコンなし

◆地図室…古地図

•業務用除湿機

•エアコン
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古典籍資料の利用
―データベースでの公開
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https://www.nichibun.ac.jp/ja/db/

◆日本関係欧文貴重書
データベース

◆ちりめん本
データベース

◆所蔵地図
データベース

…etc

https://www.nichibun.ac.jp/ja/db/
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古典籍資料の利用
―現物の閲覧



その他の保存対策

◆燻蒸

• 必要に応じて行う

◆ 生物調査

• 年1回実施

• 古典籍資料を保管する部屋を中心に
紙魚などの有害生物がいないか調査

◆利用者への注意喚起

• 図書館だより、HPでお知らせ
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